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1．研究の背景と目的

筆者らは，廟のコミュニティ機能に関する一連の研究で，廟は地域住民にとっての集い機能や地域福祉の拠点

としての機能を果たしていることを論じた．また，地域生活にとって大切な廟を存続していくために，廟の経済

基盤を支える方法として「市」が重要な役割を果たしている事を指摘した（文献１参照)．さらに大半の廟は

周辺に「市」があること（文献２参照)，廟と「市」はお互いに共存し「市」の繁栄が廟の経済的基盤を強固に

することを実証した（文献ｌ参照)．

本稿では「市」の中で最も大規模な伝統的フリーマーケット「牛嘘」に注目する．台湾では，「牛嘘」も廟の

近くにあり，廟と共存して，廟と同様に地域の集い機能を果たしていると考えられる．この二つの伝統的な存在

の「廟」と「牛嘘」は地域住民の集いを果たすほかに，大規模で「市」での商品もきわめて種類が多く，かつ

｢牛などの生き物」も販売しているため，外国や周辺からの外来観光客をひきつけ，観光資源の魅力があると考

えられる．この点を明らかにする事を研究の目的とする．

「牛嘘」とは牛の取引を中心としたフリーマーケットのことであるが（｢市」とも言う)，かつての台湾農村で

も牛の取引市場として「牛嘘」は農村生活の中に定着していた（文献ｌ参照)．台湾では「市」の種類は，朝市，
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夕暮れ市，夜市などがある．朝市と夕暮れ市は殆ど毎日営業しているが大半の夜市は決まった曜日に開かれる

｢牛嘘」の場合は毎日，あるいは曜日ではなく，決まった日にちで行われる．例えば，本事例の「北港牛嘘」

は，３，６．９の付く日に開催するのである．

本稿では台湾北港朝天宮と北港牛嘘を事例として，廟と共存する伝統的フリーマーケットの観光資源の可能

性について探る．「北港牛嘘」という伝統的フリーマーケットの利用者１００人へのヒヤリング調査と販売者５０人

へのヒヤリング調査の結果分析を通して，観光資源の可能性を論じてみる．廟と「牛嘘」の協力のあり方や，観

光資源の可能性としての整備の方向などを地元役場に対しての提言としてまとめる

2．朝天宮の創立について

雲林県の北港鎮（図ｌ参照）にある「朝天宮」は歴史のある鳩祖廟である（海の女神)．康煕三十三年（1694

年）に臨済宗34代目高僧樹壁氏が，中国福建省の帽州から鳩柤の神像を持ってきた最初廟のような形式の

整った建築物はなく，「掘立小屋」に安置していたが１７３０年瓦葺の建物に建て直し，現在の基礎を作った．そ

の後，何回も建て直して，今日の形式と規模に至った

管理運営は最初僧侶によるものであったが，廟の信者の増加につれ,1921年に管理委員会を成立して管理し始

めた1973年に政府の政策に応じて，財団法人になり，最高責任者は「董事長」となった毎年台湾各地からの

参詣客は500万人にも上る．現在は国の二級古跡と認定され，台湾中部では最大規模の廟であり，しかも参拝者

のきわめて多い蠣柤廟と言われている．

台湾中部の宗教信仰の総本山であると共に地方住民の医療の拠点としての役割も果たしている．１９３６年に貧

しい人達のために「貧民診療所」を創立した貧乏な人は無料で診療してくれる．それをきっかけに1977年に

｢媚祖病院」の建設を始め，８年間をかけて，1985年１１月に病院をオープンした今や台湾中部地方の大規模医

療センターである．廟の社会福祉の力をうまく生かして，発展させた例である．開業と同時に中国医薬学院大学

と協力して，北港分校になり，図書館や学生寮を建設し地域の教育や文化にも貢献すると同時に病院のレベ

ルアップに力を入れてきている．他地域からの来訪者にとっては地域の歴史や文化を知る拠点である

また，廟前通りの両側にある地方名物の産品を売る老舗や屋台群なども他地域からの来訪者にとっては魅力的

であり，多くの訪問者がくる．ざらに「北港牛嘘」は廟前から約１キロの距離のところにある．有名であるた

め，地域住民だけの利用ではなく，他地域からの来訪者も参拝が終わると，参詣客として寄っていく事が多く

楽しむことのできる場所だと言われている．

3．北港牛嘘について

台湾に現存する「牛嘘」（文献ｌ参照）は，台南県の塩水鎮（開催日付は１，４７日)，善化鎮（開催日付は２，

５，８日)，と本稿事例の雲林県の北港鎮（開催日付は３，６，９日）の３箇所のみであるなおＯの日付は休みで

ある．３箇所ともに台湾の中南部にあり，工業化が早く進んだ北部には既にない

なお，台湾の「牛嘘」の起源や特徴あるいは歴史についての文献はほとんどない筆者らの研究で，大半の

｢牛嘘」は廟の近くで形成きれ，発展してきた事が明らかになっている程度である．台湾の「牛嘘」は日本の縁

日のような存在ともいえよう．「牛嘘」のある日は，牛の取引のほかにいろいろな食べ物の屋台や日常生活用

品や農産物，農作業道具なども販売される．さらに廟の庭のようにかつての農村社会の集い場にもなっている．

その役割はいまでも残っているといえる．人間関係が疎遠になってきた現代の社会では，「牛嘘」は人情味が溢

れる数少ない場所の一つといえよう．

「北港牛嘘」の設立について，現存の文献「彰化県誌」には，清朝の道光十年（西暦1830年)，既に「牛嘘」

の運営があったと記載きれている．その後，約光緒二十四年前後（西暦1894年)，農村社会の必要に応じて，台

湾の各地で続々と「牛嘘」の設立と運営があったと言われる．塩水鎮と北港鎮の「牛嘘」の設立もほぼそのとき

だと推測きれる．即ち’830年から今日に至って，「牛嘘」の歴史は少なくとも180年である．なお「善化牛嘘」

の設立は同治九年（西暦1870年）であり，現存する３箇所の「牛嘘」（三大「牛嘘」といわれている）の中で一

番古いと言われている．

三大「牛嘘」の管理運営について，「善化牛嘘」だけは民間の経営で，塩水鎮と北港鎮の「牛嘘」は公営であ

り。北港鎮は「北港鎮公所」という役場の管理運営で，塩水鎮は「塩水鎮農協」の運営である現在実際に牛の
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取引をしているのは．「善化牛嘘」だけであるしかも取引数は極めて少ない農業の機械化と共に＃跳艸|≦も

なくなＩ)，「牛堀」という伝統フリーマーケットの存続は地方政府の考え方にかかってくるといえようⅡﾀﾞ|]えば

このような地方文化を持続していくために２００３年１０月２５日に雲林県政府は地方の「北港渓人文関懐協会」と

協力して，第１回目の「北港牛嘘文化祭」を主催したイベントでは、「百頭の美牛選抜」や「牛嘘ルーツ探し

の旅」「力牛の選抜」などを実施した故郷の文化を大切にしていく活動の一つである他の２箇所の地ﾌﾞJ政Ｆ１

よりも，「牛嘘文化」を持続させていきたい積極的な姿勢である「牛嘘」は地方文化の大切な一環として位椚

づけていくかどうか政府の姿勢が重要である
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図ｌ：台湾の西海岸にある雲林県北港鎮 図２：北港鎮の観光案内図

（北港鎮公所ホームページより）

図３：雲林県にある北港鎮の位置図（googlemapより）
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4．「北港牛嘘」と「朝天宮」の共存について

雲林県における最大規模フリーマーケットである「北港牛嘘」の展望について，役場の担当者は，庶民的な

｢市」を地方文化の誇りとして拡大して行きたいと，抱負を語った200以上の販売コーナーがあり，いつも盛況

であり，伝統的な販売形式の空間は懐かしい光景でもある．

ざらに北港鎮農協によると「牛嘘」は早期の農業社会で最も大切な「市」であり，日拠時代（日本の植民地

支配の時代）の昭和年間には，全台湾で８０余りあったが，現在大きいのは三つしか残っていない．「北港牛嘘」

は「朝天宮」の参詣客がいるから，いつも賑やかである地方民俗学者蘇健栄によると，台湾はかつて移民とし

て台湾にやってきたという背景がある．明・清朝時代以来，福建や広東省から続々と移民として台湾に来，開拓

を始めたその時農作業を助け，開拓の助けとなったのは家族のように大切にしてきた牛であるつまり当時の

農村生活は牛と密接な関連があり，農村文化は即ち「牛の文化」であった

現代に入ると農作業は機械化したため，「牛嘘」では牛の取引はなくなったが，その他の販売品は残り，庶民

文化として継承発展してきたと言える．「今の子供は実物の牛を見たことがない人も大勢いるから，「牛嘘」祭り

や文化祭を行うとある程度の教育効果が出るかもしれないしさらに観光にも役に立つであろう」と蘇が指摘し

た．

また農協の人によると，「朝天宮」の毎年の参詣客は500万人ぐらいいるから，「北港牛嘘」を発展きせていく

いい条件になっている．これを庶民「市」として特色化させ，一種の地方文化や歴史的伝承として位置づけ，地

方観光の力になるのではないかと期待しているとのことである．

「朝天宮」の設立は西暦1694年であり，既に300年以上の歴史を持つ廟である．そして，「北港牛嘘」の設立

を辿ってみると，正式の文献記載がなく，約1894年ではないかと推測されたもっと古いときにあったかもし

れないが，組織化して管理運営されたのは約1894年前後だといわれている要するに廟は「北港牛嘘」より

先にあった先に廟があり，人が参拝に来るようになり，牛の取引やいろいろな販売行為が生まれてきたと考え

られる．廟へ参詣に来てから，「牛嘘」の買い物に寄るか，「牛嘘」へ行ってから廟にお参りするという行動パ

ターンが考えられる．このように，集客力のあるＺか所の共存は相乗的な効果を生み，観光資源の可能性が極め

て高いといえよう．

5．利用者、販売者についての意識調査

一般人の利用や要望が「市」の観光資源の発展の可能性を示すため，「市」での，地域住民の利用状況や要望

を以下の方法で検討する．

●調査対象：

①ヒヤリング：利用者１００名．

②ヒヤリング：販売者５０名．

●調査の時間：

①利用者のヒヤリング：2009年１１月２９日，朝9-12時，６月２１日朝9-12時．晴れ．

②販売者のヒヤリング：2009年１２月３日朝9-12時晴れ．

(－）利用者100人のヒヤリング調査について

調査の結果を見ると，利用者は「無職」と「自営業」の人が多い．無職の人は定年後の年配者が多いと考えら

れる．自営業の人は時間的に自由な人と営業用の仕入れなどの仕事の人であろう．利用する人は３０－４０代の人

が半数を占める．男女別は半々になっている（図５，６参照)．

住所から見ると，「北港鎮」「雲林県」という同一地域の住民が半分以上になる．隣の地域「嘉義県市」の住民

も利用している．要するに６割の利用は同一地域か隣接地域である．さらに４割は比較的遠くからの利用である

(図７参照)．「通りがかるのみ」は２１％だけであり，３０％は「よく回る｣，４９％が「たまに回る」であることから

見ると，８割近くの人は習慣的な利用といえる（図８参照)．大半の利用者にとっては日常的に訪問する場所であ

る，買い物の内容は果物と野菜などの食材や生活用品が多いことから見ると，地方での消費生活を支えていると

考えられる（図９参照)．またこの「市」に対する興味について,48％の人は「惹かれる、魅力的な存在」と言つ
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たが６９％の人は｢地域生活にとって必要な空間」と認めていた（図ＩＯｌｌ参照）そして，「地域の観光に役立つ」

と思う人は45％と「観光資源としての可能性｣４７％からみると（区'１２１３参照)，半数の人が観光資源になると

指摘していた反面，日常的に利用している人の約30％が観光資源とは認めていないことから観光施設とし

てまだ足りない部分があると考えられる
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図１０：「市」に対する興味、関心図９：買い物の内容

|市」は地域観光に役立つと思う？

（N=100人）

存在する必要

(Ｎ＝１００）
ない

よい

5％

８

図１１：「市」の存在について 図１２：観光に役立つかどうか

「市」以外のスポットで観光客を招く場合，「古跡や廟」と「歴史文化」などが大切だと考えられている事が調

査で分かった（図１４参照）廟と市は関連していると意識している人は８％である（図１５参照）観光客を招く

企画について，圧倒的に「環境の美化改造」が必要だと考えている（図]６参照）「北港牛嘘」は北港大橋の下

の道路両側にある入り口のところは大きな駐車場があり，駐車は問題がないが大橋の下は雑草が覆い茂って

おり，不適当である役場がするべきことと期待されている点は「交通状況の改善」と「歩道の企画と増設」で



3５廟と「市」の関係

ある（図１７参照）品物が揃っていて，安いから利用されているが（図１８参照)，現在の「北港牛嘘」は大きい

車があまり入らないけどバイクや自転車などは人と|可じ道を走る（図１９参照）ため，混雑のほかに危険性も

ある．だから快適な買い物歩道の企画と増設が必要である．

観光市に発展していく可能性があると思

う？（N＝１００人）

観光客を招く飴、「市｣の他に何かス

ポットがあると思う？(N=,00人複数回答）

：
未回答

夜市と老街

文化歴史

屋台グルメ

市

古跡や廟

はい
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図１３：観光資源としての「市」の可能性 図'１４：フリーマーケット以外のスポット

観光名所として企画する場合、近くにある廟も一緒

に企画する必要があるか。どんなことをしたら、観

光客が米ると思う？（N＝100人複数回答）

廟と市や夜市などは関連があるかどうかを

考えた烹鍛;標？

，未回答

緑を増やすこと

環境の美化改造

休憩所を増設すること
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図１５：廟と「市」の関連について 図１６：観光客を招く企画

役場などはどんなことをしなけれ

ばならないか？（N='00人複数回答）

魅力的だと思うところ
(100人複数回答）

□人数

鳥未回答

緑を増やすこと

駐車場の増設

歩道の企画と増設

交通状況の改善
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図１７：役場がするべきこと 図１８：魅力的だと思うところ

嫌いなところ
(１００人複数回答）

□人数

性別年齢

娚口女

《ご麺道が狭い

ペイクや車などが混雑

人出が込む

治安が悪い
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図１９：嫌いだと思うところ 図２０：販売者５０人の性別年齢



3６ 萠玉燕・鳥飼香代子

(二）販売者５０人のヒヤリング調査について

販売者は３０－４０代のほうが多く，７割を占めるさらに女性が多い（図20参照）住所について北港鎮民

も入れたら８割以上は県内の商売人である９割はいつも商売に来るという傾向がある（図ＺＬ２２参照）ここ

に出店した殆どの販売者にとって，「牛嘘」は生計を支える大切な職場である

売っているものは野菜や果物などの食材のほかに，「その他」として洋服雑貨，グルメ用（特別な）食材，

骨董，農業道具などである来客について半数以上62％の人は多いと認めている（図23,24参照）売り上げ金

額について多くの人は「決まってない」と返事したが大体2000-4000元（約日本円7000-12000円）だと

考えられる（区'25参照）９０％の人はこの市の存在は必要だと思っている７４％の人は市が地域観光に役に立ち，

観光資源としての「市」の可能性があると考えており利用者より楽観的である（図２６，２７，２８参照）

よく商売に来る？住所

□人数（Ｎ=50）ロ人数（Ｎ=50）
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3７廟と「市」の関係

この｢市｣は存在熱必要がある？(N雪O） この「市」は地域の観光に役立つ

と思う？（Ｎ=50）

□人数

憾一一釦』

国ニヲー

はいいいえ未回答

図２６：存在の必要について 図２７：「市」は観光に役立つかどうか

廟と「市」は関連があると考えた観光市に発展していく可能性があると思

う？(N=50） こ鑑裁1K『！？
2％６％

いい〉

２６％

､え

図２８：観光資源としての「市」の可能性 図２９：廟と「市」の関連について

観光名所として企画する齢､近くにある

廟も一緒に企画する必要があるか？どんな

ことをしたら観)上客が来ると思う？
（N=50鐡酪）

ロ人数

もっと国内外の観光客を招く場

合、「市」のほかに何かスポット

があると思う？(N=50複数回答）

□人数

…‘⑥_鰯_霞云 棒緑を増やすこと

環境の美化改造
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図３０：「市」以外のスポット 図３１：観光客を招く企画

魅力的と嫌いなところ(５０人複数回答）

□嫌いなところロ魅力的ところ
役場などは何をしなければならな

いだろう？(N=50複数回答）
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図３２：役場がするべきこと 図３３：嫌いなところと魅力だと思うところ
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また廟と市の関連について，関連があると考えている人は利用者の８％より低く，６％しかいない（図29参

照)．もし国内外の観光客を招く場合，市のほかのスポットは「廟や古跡」と「歴史文化」が大切だと指摘して

いる．「環境の美化改造」と「歩道の企画や増設｣、「交通の改善」は必要だと利用者同様強調している（図３０，

３１，３２参照)．嫌いなのは，「交通状況混雑」と「空気汚染や騒音」である．魅力的だと思うのは「人が多いから

商売しやすい」という現実的なところである（図３３参照)．

６．まとめ

「朝天宮」という全台湾でもきわめて有名な廟のすぐ近くにある「北港牛嘘」は，他の二箇所の「塩水牛嘘」

と「善化牛嘘」より，集客力はずっと高いと考えられる．地方政府もこの優位性を理解しており，観光資源とし

てアピールしようと考え2003年の第１回「北港牛嘘文化祭」を主催した．但し，残念ながら，その後県長の交

代があり，政策の変更もあったのか，２回目の開催はまだない役場の計画の有無は別として，今回の調査で分

かったのは利用者の４割は地域住民ではなく，外の地域からの外来「観光兼参詣者」である．地域住民の利用は

もともと多いのは周知の事実であるが，４０％もいるという外来客は観光資源の可能性にとって大きい数字だと言

える．

北港鎮というエリアではもともと300年前から廟はスポットのような存在であったが，その約１００年後「牛

嘘」も開催されるようになり，廟界隈はざらに賑わいを得ていったそして，毎年500万人という参詣客の少な

くとも半分以上の人数は「牛嘘」へ流れ込んでいると考えられる．地方にとって膨大な観光資源である．しかも．

利用者の約半分が「牛嘘」の発展に期待していると見られる．郷土文化意識の高揚が重要な課題になっている現

代では，「北港牛嘘」と「朝天宮」は既に有名になっているから，大事なのは調査結果に示したように来客に

快適な環境とサービス内容を提供していくことであろう．

今回の調査結果から集客力に関しては，「廟」プラス「牛嘘」の共存共栄の力が大きいと分かった要するに

利用者の要望を取り入れて，改善していけば，「廟」プラス「牛嘘」という伝統的フリーマーケットの存在は相

乗的な効果を生み，集客力を拡大していく可能性は極めて高く，観光資源としての可能性も巨大であると言えよ

う．
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